
                        ヤドリギ 
                                                   （２００５年１２月９日 撮影） 

                           高
たか

い木
き

の枝
えだ

によくつくことから、木々
き ぎ

の葉
は

が少
すく

な

い春
はる

や、秋
あき

の終
お

わりから冬
ふゆ

に見
み

つけやすくなります。 

                           このヤドリギの実
み

をどこかで食
た

べた鳥
とり

が、他
ほか

の木
き

の枝
えだ

でフンをすることで、フンに残
のこ

っていたヤドリ

ギの種
たね

がその木
き

に張
は

り付
つ

き、木
き

の幹
みき

に根
ね

を伸
の

ばして

寄生
き せ い

しながら生 長
せいちょう

していきます。 

                           遠
とお

くから見
み

ると、熊
くま

が木
き

に登
のぼ

って作
つく

った「熊
くま

だな」

に見
み

えますが、この木
き

の枝
えだ

が折
お

れていないことや木
き

の幹
みき

に熊
くま

の爪
つめ

痕
あと

が見当
み あ

たらないなどで、ヤドリギだ

と判別
はんべつ

することができます。 

拡大したもの 熊だな 


